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あるひのことです。

おじいさんが はたけしごとを していると　シロが きゅうに ほえはじめました。

「ここほれワンワン、 ここほれワンワン。」 そう、 いっているようにきこえます。

「なんじゃなんじゃ、　 ここをほればいいのかね、 よいしょ。」
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おじいさんは シロのいうとおりに　はたけを ほりました。

すると、 なかからこばんが　ざくざくと でてきました。

むかしむかし、 こころのやさしい おじいさんと あばあさんが　すんでいました。

ふたりは、 シロといういぬをかっていました。

こどもがいない おじいさんとあばあさんは、 シロのことを たいそう かわいがっていました。

おすすめ絵本シリーズ
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それを みていたのが、 となりに すんでいたよくばりじいさんです。

よくばりじいさんは、 じぶんも たからものがほしくて、 たまらなくなりました。 

それをきいたよくばりじいさんは、 さっそく のこったはいを もちだし、

とのさまのまえにとびだしました。

「わたしは もっと きれいに はなを さかせます。 みていてください」 と、 はいを まきました。 

こばんを　もってかえると、 おばあさんも　めをまんまるくして おどろきました。

 

 「もう よくばりは やめます。」

よくばりじいさんと よくばりばあさんは、 なんかいも あやまって、 ようやく ゆるして もらいました。 



207

225

おじいさんは きに のぼって はいを まきました。

すると、 うつくしい さくらが つぎつぎと さき、 あたりいちめん ピンクいろに そまりました。

「あっぱれ！」 「あっぱれ！」

よろこんだ とのさまは、 おじいさんに たくさんの ほうびを くれました。 

よくばりじいさんは、 シロを　なわでつなぐと、 むりやり ひっぱって　やまへと つれていきました。

しかし、 なにもおこらずとのさまのめに はいがはいって しまいました。

「ぶ、 ぶれいもの！」 

とのさまは、 よくばりじいさんを つかまえました。

「こんなに たくさんあっても、 わしらには もったいない。 　

 こまっているひとに わけてあげよう…。」

おじいさんと おばあさんは、 むらのひとたちに　わけてあげることにしました。
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「このやくたたずめ！」 おこったよくばりじいさんが　シロを なんどもたたくので、

かわいそうに　シロは しんでしまいました。

おじいさんは、 はいに なってしまったうすを みて　なみだを ながしてかなしみました。

「せめて、 はいでも かえしておくれ。」

と、 はいを ざるに あつめました。

「ほら、 さっさと　たからものを　さがすんだ。」

シロは　はたけを　ウロウロすると、

「ここほれワンワン、 ここほれワンワン。」 となきました。 　

そこへ ちょうど とおりかかった とのさまが、 まんかいの さくらに おおよろこび。 

「なんと きれいな さくらじゃ。」

「これらの さくらも みごとに さいたら ほうびをやろう。」
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しかし、 よくばりじいさんがおもちを ついても、 でてくるのは ごみばかり。

おじいさんは かんかんに おこって、 うすを もやして しまいました。

やさしい おじいさんとおばあさんは たいそう かなしみました。 

おじいさんは、 シロのなきがらを にわに うめました。

そして、 ちいさな きのえだを うえてあげました。

いえにかえるとちゅう、 かぜが ふいてきて、

はいが ぱらぱらと かれた きのほうに とんでいきました。

すると ふしぎなことが おこりました。 かれたきが ひかりだして、 さくらのはなを さかせたのです。

びっくりして ほかのかれきにも はいをかけると、 つぎつぎと さくらのはなが さきました。

ところが、 よくばりじいさんが そこをほると　

なかから、 ゴミやガラクタ、 むしが、 たくさん でてきました。
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すると、 きは ぐんぐんのびて すぐに おおきな きに なりました。

 

これを みていた、 よくばりじいさんとよくばりばあさんは、 むりやり うすを　かりていきました。
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すると、 おもちを　つけばつくほど、 なかから　こばんがざくざくと　でてきたのです！おじいさんは、 そのきで りっぱなうすを つくりました。

ふたりは、 そのうすで おもちを つきました。


